
 
平成 22 年３月号 

 2 月 6日（土）「小さな親切」運動瀬名支部の15名の

方々が施設内の奉仕（園内の清掃活動）に来園して下さい

ました。施設内の清掃活動に先立ち、「小さな親切」運動

本部から寄贈頂いた車イス2台・マスク 200枚の贈呈式

を行ないました。大切に使用させて頂きたいと思います。 

 清掃活動も入園者の過ごされているフロアの床や窓、 

車イスを掃除して下さいました。丁寧な気持ちのこもった

お掃除でとても清潔にして頂きました。利用者の方々や 

職員も大変喜んでいます。 

 毎年続けて下さる活動に深く感謝すると共に、「奉仕の

気持ち」の大切さを改めて確認する機会となりました。  

ありがとうございました。 

 



 

節分 

地域の小学生との交流 

本日２月３日は節分ということで竜爪園内

でもみなさんの無病息災を祈って豆まきを行

ないました。恒例の鬼の登場で始まり、鬼退

治をしたあと厄払いの福豆（お菓子）配りを  

行いました。福豆配りは普段控えめな利用者

さんもドンドン前に出てくるほどの盛り上 

がりで今年もみなさん元気で過ごせるような

活気を感じました。 

今年は鬼役をやらせてもらったのですが、 

みなさんの福・健康への気持ちを強く、痛く？

感じさせてもらいました。 

 

 

近くの西奈小学校のみなさんが集めてく

れたプルタブを換金し、竜爪園に寄付して

くださいました。毎年西奈小学校よりこの

ような形で寄付金をいただいており、利用

者のみなさんの使う備品を買わせてもらっ

ています。西奈小学校のみなさんの温かい

お気持ちに感謝するとともにお孫さん世代

にあたる若い児童さんの来訪をみなさんと

ても喜ばれていました。 

前頁の「小さな親切」運動さんもありま

すが本当に多くの方に支えられていること

に気付かされます。皆さんの思いを無にす

ることがないようきちんとした仕事をし 

今後も地域の方々との交流をもっていきた

いと思います。本当にいつもありがとうご

ざいます。 



 

両手で大事そうに完成した器を持たれ、笑顔の  

松永ゆきさん。３ヶ月かけた大作です。 

土を捏ねる所から始め、“ろくろ”で形を作り、  

角を削り、乾燥させ、釉薬で色付けしました。 

｢これでお茶を飲んだらおいしそうだね。｣ 

｢一輪挿しにしてもいいね。｣ 

職員や他の入所者の方とも話が弾んでいます。 

次は“お茶碗”にチャレンジされるそうです。 

今後は竜爪園ブログでも更新していきます。 

右の写真はショートステイをご利用された

方々の器です。指導しているのも陶芸教室に

数回通った職員のため十分なアドバイスは 

できていませんが、今後、竜爪園での陶芸  

ブームの火つけ役になれればと思います。 

今回はショートステイご利用の限られた方

に参加していただきましたが、今後は月に 

１回程度継続的に行い、入所者の方々にも 

お声を掛けていきます。 

別途、材料費はかかりますが、是非ご参加  

お待ちしています。 

陶芸教室 



 
 
 
 

 
 
 
 

4 日（木）14 時：柳紗会（ほっこら） 

8 日（月）10 時半：ひびきの会（2階） 

9 日（火）14 時：陶芸療法 

15 日（月）10時半：ひびきの会（ほっこら） 

18 日（木）10時半：なごみ会（2階） 

 

 

22 日（月）10時半：ひびきの会（3階） 

24 日（水）10時半：灯会（ユニット） 

10 時半：恒友会（4階） 

      14 時：静岡教会（各階） 

25 日（木）10時 45：おたまじゃくしの会（ほっこら） 

発行・印刷 

社会福祉法人 天心会 

特別養護老人ホーム竜爪園 

〒420-0903 

静岡市葵区長尾 89の１ 

 竜爪園の介護やサービスについて、皆様からのご意見・ご要望などをお伺いしたいと

考えています。施設に備え付けのご意見箱や電子メール、電話､ファックス等により、お

気軽にご意見をお寄せください。 

    電話 ０５４-２６５-３８３８                      ＦＡＸ ０５４-２６５-１３５０ 

電子メール ryusouen@love.or.jp             http://www.love.or.jp 

３月ボランティアにご来園の方々の予定 

豆知識 

・青は藍より出でて、藍より青し。 

・阿波へ藍買い、甲斐へまゆ甲斐。  

・歌唄いが来て歌唄えというが、歌唄いくらい歌唄えれば歌唄うが、歌唄いくらい歌唄えぬから  

歌唄わぬ。  

・瓜売りが瓜売りに来て瓜売り残し、売り売り帰る瓜売りの声。  

・かみがもの傘屋が紙屋に傘借りて、かもの帰りに返す唐傘。  

・久留米の潜り戸は栗の木の潜り戸、潜りつけりゃ潜りいいが、潜りつけなきゃ潜りにくい潜り戸。  

・この杭の釘は引き抜きにくい。  

・隣の客はよく柿食う客だ。  

・向こうの格子に竹立てかけた。  

・菊 桐 菊 桐 三菊桐 合わせて 菊桐 六菊桐。  

・東京特許 許可局 許可局長。 

・親鴨が生米噛めば、小鴨が小米噛む。  

・長町のななまがりは、ながいななまがり。  

・その数珠は増正寺の僧正の数珠。  

・長町の上に生米七粒。  

・ヤシの実をヒヒが食い、ひしの実を獅子が食う。  

・坊主が屏風に坊主の絵を書いた。  

・お前の前髪、下げ前髪。  

・質屋の主人は寿司の好きな主人。  

・頬に浮かべる笑いはホホエミ、頬につける紅は頬紅、頬にかぶるのは、ホッカムリ、あるいは   

ホーカブリとも言うが、ホーカブリが本当。 

～口を元気にする早口言葉～ 

 


